
令和６年度 第２回 三室小学校学校運営協議会 議事録 

 

１ 日 時   令和６年１０月３１日（木）１０時３０分～１２時００分 

２ 場 所   三室小学校 ３階発見の森（高学年図書室） 

３ 参加人数  委員１５名中１３名出席 

４ 次第 

（１）開会の言葉 

（２）会長あいさつ 

（３）校長あいさつ 

（４）学校の現状について 

 ・以下の項目について、教頭より説明を行った。 

   ① 児童の様子について  

   ② 学校課題研究の取組   

   ③ いじめ・長期欠席について 

（５）令和６年度学校評価について 

 ・学校評価の目的、項目、スケジュールについて、教頭より説明を行った。 

（６）委員からのご意見・質疑応答 

  ・地域行事に参加している金管バンドの子どもたちの反応について教えてほしい。 

   →子どもたちは演奏を聴いてもらいたい、発表を見てもらいたいという気持ちで、やりがいをもっ 

    て活動に取り組んでいる。このような機会をいただいていることに、学校も感謝している。 

  ・防犯パトロール中、夕方遅くまで公園で遊んでいる子どもが見られ、安全面での心配がある。 

   →安全のために、放課後の帰宅時刻など、繰り返し具体的に指導をしていきたい。 

  ・夏に地域でラジオ体操を行ったときに、ラジオ体操を知らない子どもが多くいた。学校でもぜひ取 

   組の機会を設けてほしい。 

   →次年度に向けて、検討していきたい。 

  ・タブレットの使用も大切だが、それだけでなく自分に向いていることを見つけ、それを伸ばしてい     

     くことも大切ではないか。 

   →目標を立ててそれに向かって取り組むことは大切だと考えている。キャリア教育をより一層充 

    実していきたい。 

  ・第１回で話題に上がった大谷選手のグローブについて、早速活用方法を検討してもらえてよかっ 

   た。 

  ・ＩＣＴも大切だが、体験から学ぶことも多い。学校において、子どもたちがさまざまな体験をして 

   いることはとてもよいことだと思う。学習について、「個で学ぶ、グループで学ぶ」と選択できる 

   のは大切だ。 

  ・授業について、昔のように受け身ではない形に変容していることが分かった。先生方がいろいろと 

   工夫されていると感じた。 

  ・ホームページに、７月に行った「不審者対応研修」の様子が掲載されていたが、子どもたちに対し 

   てはどのように指導しているのか。 

   →下校時の安全など、発達の段階に応じて具体的な場面で繰り返し指導している。 

    7月の研修については、講師を招き、さすまたを用いての実地訓練を行った。 



  ・チャレンジスクールについて、学校での教育活動とまた違った活動を子どもたちは楽しんでいる。 

   三室小学校の場合は、スタッフも講師も「オール三室」で、地域の方に支えられている。 

  ・山崎地区の方面で、下校時に子どもたちが広がってしまっている様子がある。運送業者の方からも 

   「危ないので何とかならないか」という声をいただいた。 

   →当該地区の下校の様子について、早急に確認して、指導をしていく。また、子どもたちにも安全 

    指導を繰り返し行っていく。 

  ・あいさつについて、だいぶ改善されてきた。家庭での指導が基本だと思うが、よくできた時は大げ 

   さにほめるようにしている。 

  ・厳しい暑さの中での下校について心配だったが、学校も見守りをしてくれてありがたかった。 

  ・放課後の公園等でのトラブルが見られて心配である。時間外だと電話がつながらないが、そのよう 

   な場合は、翌日の連絡帳ではなく、欠席連絡フォームに入れた方がよいのか。 

   →連絡フォームは朝に確認するので、次の日の連絡帳で知らせてもらえるとありがたい。 

  ・授業について先生方が研修に取り組んでいる様子が分かってとても嬉しく思う。家庭でも、子ども   

    たちの「本気のがんばり」を大切にしている。 

  ・中学校では、先日合唱コンクールを行い、卒業生も頑張っていた。 

  ・地域の行事等で、子ども同士、ＰＴＡ同士もふれあいがもてているのはありがたい。教職員につい 

   ても、互いの授業を見合うなど交流を推進していきたい。 

  ・不登校の現状について、小・中学校間で連携を図って対応していく。体調不良の休みであっても、 

   その原因についてしっかりと捉えていくことが大切。 

（７）熟議 「安心・安全」な教育環境づくりの実現に向けた具体的な方策について 

  〇 学校を中心にあいさつが溢れる三室地区の実現に向けて 

  〇 学校・家庭・地域における児童の見守りについて 

   ・全体的にあいさつは改善されてきている。 

   ・校内ですれ違う時など、子どもたちがよくあいさつをしている。 

   ・子どもだけでなく、大人も自然にあいさつを交わし合うことができるように引き続き、学校・家 

    庭・地域で取り組んでいく。 

   ・「心を潤す４つの言葉」推進週間について、家庭にもお知らせするとともに、地域にも啓発を図 

    り、こうした言葉が自然に交わされるようにしていく。 

 ・下校の見守りは今後も安全パトロールを含めて継続していく。 

 ・遅くまで遊んでいる子どもについては、学校でも繰り返し指導をしていく。また、地域内でのト 

  ラブルなどは、いつでも小学校、中学校に連絡を入れてもらいたい。 

 ・ＪＡさいたまの入口道路について、今年度中に注意喚起するような路面標示がなされる予定。 

（８）会長総括 

（９）事務連絡  

    第３回学校運営協議会について 

     日時：令和７年２月６日（木）１３時１５分より 

     場所：三室小学校３階発見の森（高学年図書室） 

     内容：学校自己評価システムシートに関する学校運営協議会による評価 

        令和７年度学校経営方針について 


